
　
地
区
社
協
の
活
動
を
推
進
し
て
い
る

の
は
、
市
内
約
１
，
３
４
０
人
の
福
祉

委
員
の
皆
様
で
す
。
各
自
治
会
・
町
内

会
・
区
を
代
表
す
る
地
区
代
表
者
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
、
学
校
や
福
祉

施
設
、
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
な
ど
の
福
祉
協
力
者
と
い

っ
た
方
々
で
す
。
初
め
は
、
自
治
会
の
役

員
が
き
っ
か
け
で
福
祉
委
員
を
始
め
た
方

で
も
、
活
動
を
し
て
い
く
う
ち
に
地
域
の

つ
な
が
り
が
大
切
で
あ
る
と
共
感
く
だ
さ

り
、｢

他
の
人
の
役
に
立
つ
な
ら｣

、｢

活

動
す
る
中
で
仲
間
が
で
き
て
楽
し
い｣

な

ど
と
、
継
続
し
て
福
祉
委
員
を
引
き
受
け

て
活
動
を
し
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
地
元
の
皆
様
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
地
元
の
福
祉
に
寄
せ
ら
れ
る
声
に
応

え
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力

を
合
わ
せ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
皆
さ
ま

に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
活
動
し

て
い
る
地
区
社
協

活
動
で
す
が
、
今

年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た

め
、
１
０
０
円
喫

茶
、
サ
ロ
ン
活
動
、

介
護
予
防
教
室
と

い
っ
た
集
ま
る
活
動
が
ほ
と
ん
ど
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
粛
が

長
引
く
中
で
、
よ
り
つ
な
が
り
や
支
え
あ

う
大
切
さ
を
感
じ
、
地
区
社
協
で
は
従
来

の
活
動
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
活
動
へ
と
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し
た
。

　　
今
年
度
の
活
動
例
を
あ

げ
ま
す
と
、
今
ま
で
サ
ロ

ン
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
方
々
へ
手
作
り
品
を
持

っ
て
訪
問
し
た
り
、
往
復

は
が
き
を
出
し
て
お
互
い

の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
休
止
し
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
子
育
て

世
代
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
親
子
サ
ロ
ン
を
極
少
人

数
で
充
分
な
感
染
対
策
を

施
し
な
が
ら
行
う
な
ど
、

知
恵
を
絞
っ
て
つ
な
が
り

の
あ
る
地
域
を
意
識
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
地
区
社
協
の
代
表
的
な
活
動
に
、
市
内

１１
の
地
区
社
協
が
取
り
組
ん
で
い
る

｢

支

え
あ
い
活
動｣

が
あ
り
ま
す
。
電
球
が
交

換
で
き
な
い
、
草
取
り
が
で
き
な
い
、
布

団
干
し
が
大
変
…
…
こ
う
し
た
生
活
上
の

困
り
ご
と
に
、
同
じ
地
域
住
民
が
手
助
け

に
伺
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
な
る
べ
く
家

の
中
の
作
業
は
お
こ
な
わ
ず
、
こ
ち
ら
も

感
染
予
防
を
充
分
に
行
い
な
が
ら
、
買
い

物
・
ゴ
ミ
捨
て
等
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

支
援
に
絞
っ
て
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
個
人
と
つ
な
が
る
活
動
が
、
個
人
を
理

解
し
、
や
が
て
は
様
々
な
方
へ
の
理
解
に

広
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
方
へ

の
理
解
が
す
す
む
事
が
、
孤
立
を
防
ぐ
取

り
組
み
へ
の
近
道
だ
と
考
え
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
新
し

い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
新
し
い
つ
な
が

り
方
を
考
え
る
転
換
期
に
な
り
ま
し
た
。

社
協
は
新
た
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
各
地
区
社
協
が
発
行
し
て
い
る
広
報
紙

は
、
身
近
な
福
祉
の
情
報
紙
と
し
て
各
地

区
の
地
域
性
を
活
か
し
た
地
域
ぐ
る
み
の

福
祉
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
発
信
し
て
い
る

地
区
社
協
も
あ
り
ま
す
。

　

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
た
め
の
大
切
な

財
源
は
、
自
治
会
・
町
内
会
・
区
な
ど
を

通
じ
て
各
世
帯
や
個
人
の
方
々
か
ら
お
預

か
り
す
る
会
費
で
す
。
年
額
で
、
一
般
会

費
５
０
０
円
、
賛
助
会
費
１
，
０
０
０
円
、

特
別
会
費
２
，
０
０
０
円
で
す
が
、
一
般

会
費
の
６
割
、
賛
助
会
費
の
８
割
、
特
別

会
費
の
９
割
は
市
社
協
か
ら
地
区
社
協
に

還
元
さ
れ
活
動
費
に
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
地
区
社
協
と
市
社
協
は
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
住
民
の
皆
様
の
声
や
困
り
ご
と
に
耳

を
傾
け
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

新しい時代の地域づくりをすすめます

（１）第２０２号 ２０２１年３月１日

社会福祉協議会は、皆さまの会費で運営されています。
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～Withコロナの活動～
　佐倉市社会福祉協議会では、佐倉市全域で１４の地区社会福祉協議会（地区社協）が、それぞれの
地域性を加味しながら、住民どうし力を合わせて地域福祉活動の推進に取り組んでいます。

○
社
協
や
地
区
社
協
っ
て
ど
ん
な 

　

活
動
を
し
て
い
る
の
？

○
会
費
っ
て
何
？

○
ど
う
し
て
会
費
が
必
要
な
の
？

　
な
ど
、
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
社
協
活
動
や
会
費
に
つ
い

て
、
担
当
職
員
が
説
明
に
伺
い
ま

す
。
自
治
会
総
会
、
役
員
会
な
ど
皆

様
の
ご
都
合
で
結
構
で
す
。
ご
質
問

や
ご
要
望
を
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
：
企
画
経
営
室
　

           

℡
（
４
８
４
）
６
１
９
７

自
治
会
等
の
皆
様

市
社
協
が

     

説
明
に
伺
い
ま
す

 

社
協
活
動
は

     

会
員
・
会
費
に

　
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

子育てサロン「トトロちゃんクラブ」はしっかりと感染対策をして開催しています

コ
ロ
ナ
禍
で
の

  

新
た
な

　
　
取
り
組
み



第２０２号（２）２０２１年３月１日

本紙「社協さくら」は、赤い羽根共同募金の配分金で作られています。

●京成佐倉駅から徒歩4分
●２４時間介護スタッフ常駐
●お元気な方も介護の必要な方も
　ご入居できます

サービス付き高齢者向け住宅

ご自身の目でお確かめ下さい
ご見学承ります

ふうりっぷ

と学ぶ 第９回
成年後見制度
   きほんの
成年後見制度成年後見制度

きふうりっぷ
ふうりっぷ 成年後見制度成年後見制度成年後見制度

   

Q.認知症になった親のかわりに銀行で手続きをしようとしたら、「後見人が必要」
　　　と言われた。子でも後見人になれると聞いたけど…どういうものかあまりよく
　　　わからない…
　　  　　　　　後見人になると何ができるようになるの？

 A. 成年後見人等になると、
　　本人のかわりに銀行からお金を引き出したり
　　契約などの手続きを行うことができるようになります。
　　　 本人が本人らしく生活できるように「適切な財産管理」と「必要な手続き」を
　　　 行うことが成年後見人等の仕事です。家庭裁判所が後見人等の仕事を監督する
　　　 ことで、本人の安心・安全が守られています。

①本人がどれだけの財産を持っているのか調べて管理します。
　また本人に合ったお金の使い方を考えて、銀行や年金の手続き、支払いなどを行
　います。
②本人が大切にしていることや希望していることを確認し、安心・安全な生活が保
　たれているかにも気をつけながら、本人にとってより良い生活のしかたを考えま
　す。そして必要な福祉サービスなどを選び、契約や手続きを行います。
③１年に１回、財産状況や本人の様子、成年後見人等として行ってきた仕事を家庭
　裁判所に報告します。

成年後見人等と一緒に本人を支えるチーム
後見人はこのような仕事で本人のより良い生活を支援しますが、様々な問題をすべ
て抱える必要はありません。成年後見人等にできないことや決められないこともあ
ります。
本人の生活には、福祉サービスを提供しているケアマネジャーや施設の職員、主治
医の先生など、色々な人たちが関わっています。みんなで協力することが大切です。
また成年後見人等として悩んだり困った時には、「成年後見支援センター」で相談を
受け付けています。

次号に続く……

成年後見人等の主な仕事

募金種別 金額（円）

戸別募金 7,682,329
街頭募金 0
法人募金 348,805
イベント募金 0
個人募金 240,326
その他 100,891

計 8,372,351

区分 １世帯 世帯数 金額（円）

一般低所得世帯

単身 10,000 13 130,000

家族有り 12,000 18 216,000
家族子有り 14,000 112 1,568,000

母子・父子家庭
子 1人 12,000 143 1,716,000
子 2 人以上 15,000 206 3,090,000

ひとり暮らし高齢者世帯 10,000 166 1,660,000

ねたきり
高齢者世帯

単身 10,000 0 0

家族あり 12,000 3 36,000

心身障がい者世帯
単身 10,000 6 60,000

家族あり 12,000 13 156,000

罹災世帯
単身 10,000 0 0

家族あり 12,000 0 0

計 680 8,632,000

生活困窮者等への活動助成金
5万円 １８団体

3万円 １団体

１９件

〇活動助成金（地区社協・ＮＰＯ法人・ボランティア団体等への助成）

コロナ禍のため、街頭募金、イベント募金は中止。

          令和３年１月３１日現在

          令和３年１月３１日現在

          令和３年２月３日現在

          令和３年２月３日現在

募金種別 金額（円）

戸別募金 11,462,812
街頭募金 0
法人募金 415,273
学校募金 254,802
職域募金 410,580
イベント募金 0
個人募金 205,000
その他 69,125

計 12,817,592

歳末たすけあい募金
　目標額  11,275,000円

赤い羽根共同募金
目標額  13,840,000円

令和２年度歳末たすけあい運動配分実績

　毎年１０月から３月にかけ実施される赤い羽根募金は、千葉県内でお預かりした募
金の７割が地域に還元され、残りの３割は千葉県内全体の社会福祉施設や各種相談
窓口、災害時の準備金として活用されています。
　１２月に実施される歳末たすけあい募金は、歳末時に集まった募金を地域の民生委
員さんを通じて母子世帯、低所得世帯、障がいを抱えている方などへ支援金をお届
けしています。また、生活に困難を抱える世帯や外出困難な方を年間を通して支援
する団体へ活動助成しています。

　今般のコロナ禍の中、皆さまにおかれましては、生活やお仕事に少なからず影響を

受けられていることとお察しいたします。このような大変な時期に共同募金運動なら

びに地域福祉活動にご理解ご協力をいただき厚く御礼申し上げます。

令和２年度共同募金にご協力ありがとうございます

社会福祉協議会がおこなっている
お金の相談をご存じですか

＜生活福祉資金貸付制度＞

　生活福祉資金制度は、比較的所得が少ない世帯や障がい者世

帯、高齢者世帯を対象として、各種資金の貸付を行うとともに

民生委員及び社会福祉協議会が相談・支援を行うことにより、

世帯の経済的な自立と安定を図ることを目的とした制度です。

ご相談は市社協で受け付けています。

貸付にあたっては、市社協、民生委員との面接を行うとともに、

必要書類を提出いただいた上で貸付審査があります。他制度が

利用できる場合や、世帯の債務・収入状況などによっては、貸

付ができない場合もあります。

問合せ：地域共生推進班　℡（４８４）６２００

資金種類 貸付使途

福祉資金

福祉費

＊日常的生活上、一時的に必要と

なる費用

＜例＞・障がい者世帯が自動車購

入するための費用など

緊急小口資金

＊緊急かつ一時的に生計維持が困

難な場合の生活費

＜例＞・年金、給料の初回支給ま

でのつなぎ生活費

・医療費や介護費用支払い等、臨

時生活費

教育支援資金

教育支援費
＊高校、大学、短大、専門学校の

授業料など

就学支度費
＊高校、大学、短大、専門学校の

入学金など

※後見類型や本人の抱える問題によって変わることがあります。
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地域福祉は、福祉委員・ボランティアに支えられています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

WELL

 

令
和
２
年
度
福
祉
功
労
者
表
彰

　
８３
名
の
個
人
と
３２
団
体
の
表
彰
が
決
ま
り
ま

し
た
。
日
頃
の
活
動
や
支
援
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
の
状
況
を
鑑
み
福
祉
功
労
者
表
彰
式
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
社
会
福
祉
大
会
（
中
止
）
及
び
千

葉
県
社
会
福
祉
大
会
（
中
止
）
の
表
彰
者
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

一
、
特
別
功
労
賞

　（
会
長
表
彰
後
１０
年
以
上
）　
　
　
　
　《
２３
名
》

　
赤
地
恵
美
子
　
浅
野
訓
子
　
稻
村
多
恵
子
　

　
梅
田
美
知
子
　
榎
澤
優
子
　
小
玉
克
哉
　
　

　
佐
藤
ふ
み
子
　
清
水
賢
二
　
鈴
木
チ
エ
　
　

　
須
藤
千
惠
子
　
宗
　
成
子
　
高
椋
雅
子
　
　

　
田
口
和
彦
　
　
田
中
勝
美
　
鳥
塚
徹
　
　
　

　
永
瀨
博
子
　
　
中
村
徳
一
　
中
村
道
子
　
　

　
長
谷
川
年
男
　
藤
澤
奎
二
　
森
田
実
　
　
　

　
山
本
春
雄
　
　
米
本
敏
子

二
、
会
長
表
彰

　 

（
役
員
・
評
議
員
・
委
員
８
年
以
上
）　《
３９
名
》

　
荒
井
良
昭
　
　
荒
木
和
代
　
　
石
川
裕
一

　
岩
井
　
功
　
　
恵
下
　
拓
　
　
小
川
弘
志

　
小
川
將
敏
　
　
奥
山
裕
子
　
　
奥
山
安
朝

　
小
原
恵
子
　
　
片
山
喜
久
子
　
勝
田
治
子

　
菊
池
初
江
　
　
小
金
裕
子
　
　
澤
田
　
博
　

　
篠
原
邦
仁
　
　
柴
原
幸
子
　
　
関
野
孝
男

　
高
橋
利
式
　
　
髙
　
正
昭
　
　
田
中
賢
治

　
田
中
洋
彦
　
　
爲
田
　
浩
　
　
艫
居
常
行

　
波
多
野
祐
義
　
秦
野
隆
治
　
　
花
島
志
郎

　
廣
田
正
子
　
　
藤
崎
言
行
　
　
藤
原
恵
子

　
増
澤
秀
典
　
　
松
本
憲
子
　
　
丸
山
浩
子

　
村
本
正
志
　
　
山
田
佳
子
　
　
横
山
幹
雄

　
米
村
　
隆
　
　
レ
ド
モ
ン
ド
悌
子

　
和
田
裕
子

三
、
会
長
感
謝
状

①
多
額
寄
付
者

〔
個
人
〕（
３
万
円
以
上
）《
８
名
》

　
市
原
　
史
　
　
小
林
　
茂
　
　
立
石
光
夫

　
波
多
野
稔
夫
　
早
坂
光
惠
　
　
松
澤
千
代

　
宮
本
聖
也
　
　
山
本
喜
代
光

〔
団
体
〕（
１０
万
円
以
上
）《
８
団
体
》　 

　
佐
倉
商
工
会
議
所
女
性
会
、
佐
倉
中
央
ロ
ー
タ

　
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
佐
倉
む
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
　

　
ク
ラ
ブ
、
千
葉
東
部
読
売
会 

佐
倉
ブ
ロ
ッ
ク
、

　
株
式
会
社
デ
ィ
ー
シ
ー
エ
ム
、
て
は
〜
と
ホ
ー

　
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
、
明
治
安
田
生
命
保

　
険
相
互
会
社 

佐
倉
南
営
業
所
、
山
万
グ
ル
ー
プ

　
※
山
万
グ
ル
ー
プ
は
６
社
連
名
※
山
万
（
株
）、

　
ワ
イ
エ
ム
総
合
サ
ー
ビ
ス
（
株
）、
山
万
ウ
ィ

　
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ
ル
（
株
）、
光
陽
（
株
）、（
株
）

　
ユ
ー
カ
リ
フ
ァ
ー
ム
、（
福
）
ユ
ー
カ
リ
優
都
会

②
福
祉
活
動
功
績
者

〔
個
人
〕《
９
名
》

　
岩
井
好
美
　
　
柏
崎
道
子
　
　
小
岩
武
夫

　
小
林
美
子
　
　
佐
野
時
江
　
　
新
保
智
義

　
杉
山
一
也
　
　
船
田
　
清
　
　
山
田
　
久

〔
団
体
〕《
１３
団
体
》

　
あ
す
な
ろ
２２
、
イ
ル
カ
の
会
、
う
ぐ
い
す
坂
グ

　
ル
ー
プ
、
加
賀
清
水
２２
期
会
、
元
気
塾
、
元
気

　
シ
ル
バ
ー
応
援
隊
、
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
隊
、
チ
ー
ム
・
コ
ピ
ッ
ト
、（
特
非
）
佐
倉

　
一
里
塚
、２
９
６
ア
イ
・
ア
イ
会
、ね
っ
こ
の
会
、

　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
王
六
会
、
笑
い
ヨ
ガ
・
ミ
ュ

　
ー
ジ
ッ
ク

③
特
別
会
員

〔
個
人
〕（
１０
年
以
上
）《
２
名
》

　
池
澤
利
一
　
　
小
林
眞
智
子

〔
個
人
〕（
２０
年
以
上
）《
１
名
》

　
相
田
英
子

〔
個
人
〕（
３０
年
以
上
）《
１
名
》

　
菅
田
平
昭

〔
団
体
〕（
１０
年
以
上
）《
６
団
体
》

　（
医
）
池
医
院
、（
福
）
恵
泉
福
祉
会
、
な
の
花

　
交
通
バ
ス
（
株
）、
長
谷
川
木
材
（
株
）、
古
河

　
ユ
ニ
ッ
ク
（
株
）
佐
倉
工
場
、（
医
）
緑
泉
会 

　
臼
井
に
し
ざ
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

〔
団
体
〕（
２０
年
以
上
）《
２
団
体
》

　（
株
）
広
域
高
速
ネ
ッ
ト
二
九
六
、（
株
）
輪
奏

　
電
気

〔
団
体
〕（
３０
年
以
上
）《
３
団
体
》

　（
株
）
小
川
園
、（
株
）
佐
倉
ク
レ
ー
ン
学
校
、

　
デ
ン
カ
ポ
リ
マ
ー
（
株
）
佐
倉
工
場

全
国
社
会
福
祉
大
会

◎
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
　《
１
名
》　

　
小
林
眞
智
子

◎
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

○
奉
仕
功
労
者
　《
３
名
》　

　
糸
井
文
子
　
　
豊
田
　
一
　
　
　
地
富
夫

千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

◎
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
《
２２
名
》　
　

　
石
橋
美
代
子
　
泉
　
宏
子
　
　
伊
藤
泰
彦

　
榎
澤
優
子
　
　
蛯
原
　
清
　
　
小
山
田
秀
男

　
川
﨑
恵
子
　
　
黒
木
　
實
　
　
小
出
千
惠
子

　
坂
口
し
お
　
　
新
谷
俊
文
　
　
鈴
木
寛
博

　
関
山
和
代
　
　
田
宮
　
均
　
　
内
藤
寛
子

　
新
美
謙
二
　
　
長
谷
川
稔
　
　
堀
川
清
美

　
松
本
博
子
　
　
安
本
秀
明
　
　
山
片
立
子

　
若
林
由
子

○
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
関
係
役
職
員
功
労
者

　《
６
名
》　
　
　
　

　
麻
生
知
明
　
　
飯
嶋
三
佐
子
　
石
井
孝
子

　
猪
間
美
晴
　
　
小
山
田
哲
子
　
義
岡
美
子

◎
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

○
共
同
募
金
奉
仕
功
労
者
　
感
謝
《
２
名
》　
　

　
猪
野
美
智
子
　
山
下
　
等

○
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
《
６
団
体
》　
　

　
稲
荷
山
町
内
会
、
鏑
木
町
第
一
町
内
会
、
手

　
話
ダ
ン
ス
虹
、
志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

　
会
、
西
志
津
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
根
郷

　
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

買
い
物
支
援
本
格
実
施
に
向
け
て

佐
倉
城
の
辺
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
急
速
な
高
齢
社
会
を
迎

え
、
地
域
で
何
が
必
要
か
、

何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か

等
の
声
を
把
握
す
る
た
め

に
、
地
区
在
住
の
高
齢
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。「
山
坂
が
多
く
買
い
物
が
大
変
」「
ス

ー
パ
ま
で
遠
く
買
い
物
に
困
る
」
と
い
う
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
声
を
受
け
、
佐
倉
城
の
辺
地
区
社

協
で
は
、
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
西
部
地

区
町
内
会
長
等
協
議
会
、
佐
倉
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
４
団
体
で
「
新
規
事
業
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
買
い
物
支
援
の
具
体
化
に

向
け
て
毎
月
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
買
い
物
支
援
を
立
ち
上
げ
る
う
え
で
「
車
両

の
確
保
」
が
課
題
と
な
り
、
近
隣
の
福
祉
施
設

に
車
両
借
用
の
協
力
を
お
願
い
し
た
結
果
、
２

つ
の
施
設
か
ら
「
車
両
の
み
の
協
力
」
と
「
車

両
と
運
転
手
付
き
の
協
力
」
で
き
る
施
設
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
施
設
と
覚
書
を
取
り
交

わ
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
福
祉
車
両
を
お
借
り
し
、
運
転
手

は
地
区
社
協
の
有
志
が
、
市
社
協
の
「
移
動
サ

ー
ビ
ス
」
運
転
講
習
会
を
受
講
し
、
運
転
手
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
買
い
物
先
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
希
望
の
多

か
っ
た
「
ベ
イ
シ
ア
」
に
決
め
て
、
昨
年
度
は

「
試
験
運
行
」
を
３
回
、
今
年
度
は
買
い
物
支
援

事
業
部
を
新
設
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

為
に
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
検
温
や
手
指
消
毒
な
ど
徹
底
し
た
感

染
予
防
対
策
を
行
い
、
１２
月
ま
で
「
試
験
運
行
」

を
３
回
実
施
し
ま
し
た
。
来
年
度
の
本
格
実
施

に
向
け
、
利
用
者
か
ら
の
嬉
し
い
声
を
励
み
に
、

牛
歩
の
歩
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

ボランティア団体

「手をつなぐ・さくら」
　
２
０
０
６
年
１０
月
に
有
志
１０
名
で
発
足

し
、
現
在
は
４８
名
で
す
。
活
動
の
目
的
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も
が
、

お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
支
え
あ
い
な

が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
誰
も
が
集
え
る
居

場
所
と
し
て
「
わ
た
し
の
た
ま
り
場
」
を

月
２
回
（
第
１
日
曜
日
・
第
３
水
曜
日
）

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
４
月
か
ら
活
動
を

自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、

７
月
か
ら
ア
ク
リ
ル
板
の

設
置
、
検
温
、
消
毒
に
努

め
開
催
時
間
を
短
縮
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
自
粛

期
間
の
時
は
い
つ
も
会
え

る
人
と
会
え
な
い
寂
し
さ

や
会
っ
て
話
す
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
繋
が
る
こ
と
、

触
れ
合
う
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ

が
出
来
な
い
ジ
レ
ン
マ
を
経
験
し
た
今
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は
そ
の
時
、
そ
の

出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
佐
倉
市
障
が
い
者
団
体
等
連
絡
会

の
一
員
と
し
て
「
ま
ち
の
バ
リ
ア
点
検
会
」

に
参
画
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
は
社
会
の

環
境
が
整
え
ば
な
く
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
だ

け
で
な
く
偏
見
や
差
別
の
な

い
社
会
に
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ

コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
代
表
：
伊
藤
澄
子

問
い
合
わ
せ
先
：

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　 

℡
（
４
８
４
）
６
１
９
８

佐倉市社会福祉協議会では、

本紙「社協さくら」の

広告掲載企業・団体を

募集しております。

問合せ【企画経営室】 ℡４８４－６１９７

http://www.sakurashakyo.or.jp/

広告募集

昨年の１月たまり場にて抹茶を楽しむ
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西部地域福祉センターの相談事業

●知的障がい児・者支援相談
毎月第２金曜日　１０：００～１５：００
　事前申込不要
　西部地域福祉センター
　　　　　　　　　　 　　 ℡（４６３）４１６７

福祉総合相談所

●心配ごと相談（民生･児童委員）
※日常の困りごと・悩みごとの相談
　１０：００～１５：００
　毎週月曜日　　   ℡（４８４）６１９９
　　社会福祉センター２階

　第１・第３水曜日  ℡（４６３）４４３３
　　西部地域福祉センター２階
　　※相談日が祝日の場合、
　　　第５水曜日を相談日とします

　第２・第４金曜日  ℡（４８３）７２１１
　　南部地域福祉センター１階

●法律相談（弁護士）
※財産・離婚・人権・事故など法律に関
　する相談
　第４月曜日　１０：００～１５：００　
　　社会福祉センター２階
　電話での事前予約
　地域共生推進班　℡（４８４）６０３３

●介護生活相談 
※高齢者や障がい者の在宅介護に関する相談
　平日　８：３０～１７：００　
　介護支援班　　　℡（４８４）６１９６

●貸付相談
※一時的に生活が困難な方への貸付相談
　平日　８：３０～１７：００　
　地域共生推進班　℡（４８４）６２００

●ボランティア相談
※ボランティアに関する依頼、募集、参
　加、保険などの相談
　佐倉市ボランティアセンター
　　　　　　　　　℡（４８４）６１９８
　西部地域福祉センター　　℡（４６３）４１６７
　南部地域福祉センター　　℡（４８３）２８１１

●成年後見に関する専門相談
※判断能力が不十分な方の援助や財
　　産管理に関する相談
　第１月曜日　９：００～１５：００
　権利擁護班　　　℡（４８４）０６９８

緊急事態宣言により、
休止している相談が
あります。
事前にご確認をお願い
します。

　社会福祉協議会は、一般会員・特別会員・賛助会員を募集しています。

令和３年度  ボランティア登録と保険の加入について

令
和
２
年
９
月
１
日
〜

令
和
３
年
１
月
３１
日

善
意
銀
行
預
託
・
払
出
し

敬
称
略

ユ
ー
カ
リ
が
丘
三
丁
目
自
治
会 

　　水
、ア
ル
フ
ァ
米
、ク
ラ
ッ
カ
ー

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
　

佐
倉
南
営
業
所

　
　ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、フ
ル
ー
ツ
缶
他

　　多
数

佐
倉
城
の
辺
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

　　飲
料
水
、食
品

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

　　米
、カ
レ
ー
ル
ー
、調
味
料
多
数

田
中
　義
夫

　　お
む
つ
、パ
ッ
ド
多
数

芦
沢
　義
男

　　ベ
ビ
ー
用
品

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
　わ 

　　お
む
つ
８０
箱

佐
倉
福
葉
苑

　　レ
ト
ル
ト
食
品
多
数

高
橋
　和
博

　　カ
ッ
プ
麺
４
箱

お
お
し
の
緑
地
会

　　野
菜
、米
、手
作
り
マ
ス
ク
、レ
ト

　　ル
ト
食
品
他
多
数

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
生

有
志

　
　イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
、レ
ト
ル
ト
食

　　品
、缶
詰
、ジ
ュ
ー
ス
他
多
数

小
川
　恭
子

　　レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、カ
ッ
プ

　　麺
、ふ
り
か
け

秋
葉
　素
良

　
　レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー

　　　キ
ミ
ッ
ク
ス
等

千
代
田
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会

　　レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、ご
飯
、イ
ン
ス

　　タ
ン
ト
麺
多
数

株
式
会
社
井
野
口
建
材

　
　
調
味
料
、お
菓
子
、イ
ン
ス
タ
ン

　　ト
味
噌
汁
、乾
麺
他
多
数

伏
屋
　秀
則

　　玄
米
、レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

さ
く
ら
千
手
園

　　缶
詰
、レ
ト
ル
ト
食
品
、ス
ー
プ
類

株
式
会
社
常
磐
植
物
化
学
研
究
所 

　　白
米
６０
ｋ
ｇ

若
月
　満 

　　缶
詰
、レ
ト
ル
ト
食
品
、イ
ン
ス

　
　タ
ン
ト
麺
等
多
数

【
金
銭
預
託
】

〈
一
般
預
託
：
５
件
〉

小
林
　茂
　　　一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

高
石
　淳
一
　　　　一
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
倉
む
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
　　　　　　三
〇
、
〇
〇
〇
円

大
野
　美
和
　　　一
〇
、
〇
〇
〇
円

う
な
こ
会
　　　　三
〇
、
〇
〇
〇
円

匿
名
：
２
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　一
〇
五
、
〇
〇
〇
円

掲
載
希
望
な
し
：
５
件

〈
指
定
預
託
：
０
件
〉

【
金
銭
払
出
】

帰
宅
旅
費
　
３
件
　    

　
　
　    

　　　　　         

　　一
、
三
五
〇
円

災
害
見
舞
金
　３
件
　    

　
　
　    

　　　　　　　　　　 

　三
〇
、
〇
〇
〇
円

指
定
払
出
　
１
件    

　
　
　
　        

　　　　　 

　　　　　 

五
〇
、
〇
〇
〇
円

【
物
品
預
託
】４８
件
　

佐
倉
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

　　白
米
、レ
ト
ル
ト
食
品
、カ
ッ
プ

　　麺
他
多
数

鈴
木
　い
つ
子

　　リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

明
日
の
種
　石
渡
光
男

　　紙
お
む
つ

佐
倉
商
工
会
議
所
女
性
会

　　イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
、米
、野
菜
ジ
ュ

　　ー
ス
、菓
子
他
多
数

内
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

　　イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
、米
、ソ
ー
セ
ー

　　ジ
等
食
品
多
数

清
宮
　エ
ト 

　　タ
オ
ル
・
下
着
・
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

お
お
し
の
耕
作
者
会

　　新
米
２８
ｋ
ｇ

畔
田
谷
津
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
稲
作

グ
ル
ー
プ 

　　玄
米
４０
ｋ
ｇ

岩
井
　和
子

　　下
着
・
タ
オ
ル
・
日
用
品
多
数

鈴
木
　は
ま
子

　　お
む
つ
、リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

宮
ノ
台
二
丁
目
防
災
会

　　ア
ル
フ
ァ
米
１００
食

川
上
　猛 

　　ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ

ありがとうございました。
福祉事業に活用させていただきます。
なお、当法人への寄付は、寄附金控除または
税額控除など税制上の優遇があります。
本会ＨＰにてご確認ください。

寄附者ご芳名 （敬称略）

　 　 （令和２年９月１日～令和３年１月３１日）

寄附者氏名・団体 金額（円）

匿名 30,000

匿名 30,000

さくら駅前歯科　森本功 10,000

佐倉ロータリークラブ 30,000

使用済み切手収集の会 67,031

匿名 8,000

故・本部三枝子 50,000

匿名 100,000

匿名 30,000

井野口綾子 30,000

リサイクル主婦の会　 9,000

はらぺこ・さくら 12,000

株式会社フジクラ佐倉事業所 55,000

佐
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　　レ
ト
ル
ト
食
品
、
お
菓
子
、
米
、

　　乾
麺
等
他
多
数

大
野
　美
和

　　カ
ッ
プ
麺
、缶
詰
、乾
麺
等
食
品

　　多
数

株
式
会
社
日
本
電
工
開
発

　　レ
ト
ル
ト
食
品
、缶
詰
、お
菓
子
、　

　　乾
麺
等
食
品
多
数

社
会
福
祉
法
人
愛
光

　　レ
ト
ル
ト
食
品
、缶
詰
、お
菓
子
、　

　　乾
麺
等
食
品
多
数

相
澤
義
行
税
理
士
事
務
所

　　カ
ッ
プ
麺
１２
箱

伊
澤
　和
幸

　　カ
ッ
プ
麺
２０
、缶
詰
１２

三
浦
　貴
子

　　缶
詰
２
、カ
ッ
プ
麺
２
、レ
ト
ル
ト

　　食
品
多
数

佐
倉
商
工
会
議
所
女
性
会
有
志 

　　米
、カ
レ
ー
ル
ー
、調
味
料
、カ
ッ

　　プ
麺
、缶
ス
ー
プ
等
食
品
多
数

う
な
こ
会

　　パ
ッ
ク
ご
飯
等
食
品
多
数

佐
倉
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

　　レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、レ
ト
ル

　　ト
カ
レ
ー

さ
く
ら
福
寿
苑

　　カ
ッ
プ
麺
、レ
ト
ル
ト
ご
飯
等
食

　　品
多
数

千
代
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

　　缶
詰
、お
菓
子
多
数

脇
田
　重
実
　

　　缶
ス
ー
プ
、乾
麺
、お
菓
子
等
多
数

庄
野
　由
伊

　　サ
イ
ダ
ー
、紅
茶
、お
菓
子

さ
っ
ぽ
ろ
亭

　　レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、海
苔
、缶

長
沼
　由
子

　　ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト

中
村
ふ
み
子

　　お
茶
、台
所
雑
貨

匿
名
：
２７
件

掲
載
希
望
な
し
：
１１６
件

【
物
品
払
出
】２７６
件

　
　
食
品
、
介
護
用
品
・
福
祉
機
器
、

　　日
用
品
、衣
料
品
、家
電
製
品
、そ

　　の
他

〈
佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の　

　
　
　
　
　
　
　

登
録
状
況
に
つ
い
て
〉

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
グ
ル
ー
プ
・

個
人
が
現
在
約
２
，
４
０
０
名
登
録
し
、
様
々
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
何
か
始
め
て

み
た
い
方
」
に
は
、
活
動
内
容
の
希
望
を
伺
い
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
活
動
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
活
動
の
紹
介
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
保
険
加
入
、
情
報
提
供
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
や
活
動
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
令
和
３
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
更
新
・    

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
方
法
に
つ
い
て
〉

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
更
新
と
保
険
加
入
の
受
付

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
対
面
で
の
　

対
応
を
取
り
や
め
、
提
出
書
類
を
「
郵
送
」
で
送

付
い
た
だ
く
形
に
変
更
し
ま
す
。

　★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
手
続
き
は
「
申
込
書
」

　
と
「
名
簿
」
を
郵
送
い
た
だ
き
、
到
着
時
点
で

　
加
入
と
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
落
ち
着

　
い
た
時
期
に
保
険
料
を
納
入
い
た
だ
く
形
を
　

　
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
登
録
受
付
も
同

　
時
に
行
い
ま
す
。

（
注
意
事
項
）

※
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
」
は
、
年
度
ご
と
の
加

　
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
加
入
中
の
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
補
償
期
間
は
令
和
３
年
３
月

　
３１
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
：
佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
（
４
８
４
）
６
１
９
８

フードバンクにご協力ください！！
　フードバンクをご存じですか？フードバンクは、ご家庭で余ってい
る食品をご寄附いただき、福祉施設や団体、困窮する世帯・個人等に
無償で提供するボランティア活動です。
　佐倉市社会福祉協議会では、このフードバンク活動に取り組み、市
民の皆様から食料品をご寄付いただき、困窮された方へお渡しており
ます。今、コロナ禍により経済的に困窮された世帯が増えており、お
渡しする食料が不足しております。特に、保存食品（缶詰、瓶詰等）、
インスタント食品、レトルト食品が不足している状況です。ご家庭で
余っている食料品のご寄付にご協力をいただきますよう何卒よろしく
お願い申し上げます。

◆ ご寄付いただきたい食品
お米、パスタ 、乾物（のり・豆など）、保存食品（缶詰、瓶詰等）、フ
リーズドライ食品 、インスタント食品、レトルト食品 、ギフトパッ
ク（贈答品の余剰等）、調味料各種、食用油 、飲料（ジュース、コー
ヒー、紅茶等）、お菓子類など
※常温で保存可能で、賞味期限が２ヶ月以上あるもの
※お米は前年度産までに限らせていただきます（玄米可）。
※アルコール類は受付けておりません。
≪食料品受付窓口≫
　佐倉市社会福祉協議会　月～金８：３０～１７：１５
　西部地域福祉センター　火～日８：３０～１７：１５
　南部地域福祉センター　火～日８：３０～１７：１５

　問い合わせ先　℡（４８４）６０３３　
　　　　　　　　佐倉市社会福祉協議会　地域共生推進班

～
ふ
う
り
っ
ぷ
の

         

つ
ぶ
や
き
～
　
　

　
こ
の
一
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
仕
事
や
住
居
を

失
っ
た
り
、
収
入
が
激
減
さ
れ
て

い
る
世
帯
か
ら
の
相
談
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
一
刻
も
早
く
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
す
す
み
、
将
来
へ
の
不

安
や
感
染
へ
の
恐
怖
が
解
消
さ

れ
、
地
域
に
元
の
活
気
と
笑
顔
が

戻
り
ま
す
よ
う
に
。


